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正・副議長選挙 所信表明で透明性確保
　長与町議会では、議会改革を進める一環として「正・副議長選」において、所信表明を行いました。
各候補者の円滑で活発な議会運営への意欲をみて投票することにより、透明性を確保することが
でき、住民に開かれた議会への一歩となります。

議長に内村博法議員　副議長に山口憲一郎議員を選出

議長選挙に4人が所信表明
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私
は
議
長
選
挙
に
あ
た
り
、
基

本
的
な
議
会
運
営
方
針
と
し
て
次

の
３
点
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
１
点
は
、
町
民
に
身
近
で
信

頼
の
持
て
る
議
会
を
目
指
し
、
一

昨
年
、
議
員
全
員
で
つ
く
り
上
げ

た
基
本
条
例
を
着
実
に
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
２
点
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
要
望
に
対
し
謙
虚
に
耳
を

傾
け
、
共
に
考
え
、
共
に
歩
む
町

民
参
加
型
の
議
会
を
つ
く
り
ま

す
。
ま
た
情
報
公
開
を
積
極
的
に

進
め
、
わ
か
り
や
す
い
真
に
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

第
３
点
は
、
二
元
代
表
制
の一

翼
を
担
う
議
会
は
、
町
長
と
は
対

等
の
立
場
に
立
ち
、
緊
張
感
を
持

ち
是
々
非
々
の
関
係
で
よ
り
良
い

町
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
そ

し
て
議
決
機
関
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
出
し
合
う
風
通
し
の
良

い
議
会
を
つ
く
り
ま
す
。

内村�博法�議員

　
長
与
町
民
お
よ
び
長
与
町
議
会

の
発
展
な
ら
び
に
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
に
立
候
補
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
点
を
重
点
に
所
信

表
明
を
行
い
ま
す
。

１
．
政
務
活
動
費
の
導
入　

先
進

地
視
察
な
ど
で
見
聞
を
広
め
て
、

政
策
立
案
能
力
を
高
め
る
。

２
．
時
津
町
や
長
崎
市
の
各
議
会

と
の
協
力
体
制
に
取
り
組
む
。
特

に
長
崎
市
北
部一帯
と
の
関
連
政
策

・
北
部
圏
構
想
。

３
．
大
村
湾
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催（
各

自
治
体
持
ち
回
り
）
大
村
湾
の
活

性
化
。

４
．
議
員
の
資
質
向
上
対
策
お
よ

び
人
材
の
確
保
。
各
種
講
習
会
へ

の
参
加
や
開
催
。
ま
た
、
議
会
の

活
性
化
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、

若
手
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
報

酬
面
の
検
討
を
し
て
い
く
。

５
．
そ
の
他
住
民
の
福
祉
の
向
上

へ
の
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
（
福

祉
↓
生
活
し
て
い
く
上
で
の
全
て

の
問
題
点
）

吉岡�清彦�議員

　

議
長
選
挙
の
立
候
補
に
当
た

り
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
議
会
改
革
の
さ
ら

な
る
推
進
で
す
。
議
会
基
本
条
例

記
載
事
項
の
実
践
、
若
い
人
た
ち

が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
の
整

備
、
条
例
や
規
則
な
ど
の
検
証
を

行
い
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
議
員
研
修
の
充
実

で
す
。
議
員
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
議
員
研
修
を
充
実

し
、
議
会
の
使
命
で
あ
る
議
決
機

関
お
よ
び
監
視
機
関
と
し
て
の
役

目
を
果
た
し
ま
す
。　

　
３
点
目
は
、
広
報
広
聴
機
能
の

充
実
で
す
。
議
会
報
告
会
な
ど
の

活
性
化
を
図
り
、
町
民
の
声
を
生

か
し
た
政
策
立
案
・
政
策
提
言
を

目
指
し
ま
す
。
情
報
公
開
は
、
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
実
践
を
通
し
て
「
執
行
機

関
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
」
を
実

現
し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
ま
す
。

喜々津�英世�議員

　
１
９
９
１
年
の
４
月
に
当
選
後
、

今
期
で
７
期
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、「
町
民
こ
そ
が
町
の

政
治
の
主
人
公
」
の
想
い
で
、
町

民
の
立
場
か
ら
町
政
の
改
革
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

政
府
に
よ
る
横
暴
勝
手
な
政
治

で
、
地
方
自
治
体
の
自
治
権
を
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
状
況
が
目
に

余
り
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
は
、
憲
法
上
の
制

度
と
し
て
地
方
自
治
を
保
障
し
て

い
ま
す
。
憲
法
の
趣
旨
で
あ
る
、

自
ら
の
自
治
体
は
自
ら
が
治
め

る
。
こ
の
姿
勢
を
堅
持
す
る
た
め

に
も
、
国
で
あ
っ
て
も
、
県
で
あ
っ

て
も
、
自
ら
の
主
張
が
で
き
る
議

会
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
政
治
信
条
で
あ
る
「
町
民

こ
そ
が
町
の
政
治
の
主
人
公
」
の

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、
な
し
え

い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
議
会
に
な
る
た
め

に
も
、
河
野
龍
二
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

河野�龍二�議員



副議長選挙に2人が所信表明
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◎ 委員長
○ 副委員長

堤  理志　　金子  恵　　安藤 克彦　　岩永 政則
山口 憲一郎　◎喜々津 英世　○中村 美穂　安部  都

　

新
し
く
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
と
し

て
、
７
人
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
は
町
の
農
業
・
商
業
・
産
業

の
活
性
・
都
市
整
備
や
生
活
環
境
の
整

備
、
福
祉
･
厚
生
の
事
業
全
般
な
ど
、
調

査
・
審
査
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

委
員
長
に
河
野
議
員
、
副
委
員
長
に

分
部
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
委
員
会
構
成
で
委
員
会
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

　

委
員
会
の
傍
聴
に
も
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

饗庭 敦子　　西岡 克之　　竹中  悟
吉岡 清彦　◎河野 龍二　○分部 和弘　浦川 圭一

　
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
議
会
は
、

効
率
的
で
効
果
が
期
待
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
っ
か
り
と
役
割
を
認
識
し
、
職

責
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
討
論
を

通
じ
て
町
の
統一的
な
意
思
に
集
約

す
る
努
力
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
副
議
長
の
役
割
と
し
て
、
新

議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
『
議
会
と
住

民
・
行
政
の
パ
イ
プ
機
能
』『
議

長
と
議
員
・
さ
ら
に
議
員
間
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
』
を
充
実

さ
せ
住
民
が
信
頼
で
き
る
議
会
、

行
政
と
切
磋
琢
磨
で
き
る
議
会
、

議
員
が
自
由
に
論
議
で
き
る
議
会

の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。〝
協
力
す
べ
き
は
協
力

し
、
正
す
べ
き
は
正
す
〞
の
姿
勢

で
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
議
会

が
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

す
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

山口�憲一郎�議員

　

現
在
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
が
考

え
た
政
策
を
地
方
が
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
政
策
推
進
、
実
施
の
方

法
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
地
方
が
自
分
た
ち
で
何
が
必
要

か
、
ど
う
す
れ
ば
活
性
化
で
き
る

か
を
考
え
、
政
策
に
盛
り
込
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
議
会
人
で
あ
る
私

た
ち
が
、
町
民
と
対
話
を
重
ね
、

開
か
れ
た
議
会
を
も
っ
と
推
進
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

行
政
の
チ
ェッ
ク
も
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

議
員
は
も
う一歩
踏
み
込
ん
で
「
地

方
創
生
」、
と
り
わ
け
長
与
町
の

た
め
に
政
策
立
案
力
、
政
策
推
進

力
の
向
上
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
議
長
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
決

意
し
て
い
ま
す
。

西岡�克之�議員

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
饗
庭
　
敦
子

○
西
岡
　
克
之

　
喜
々
津
英
世

　
安
藤
　
克
彦

　
堤
　
　
理
志

　
河
野
　
龍
二

■
議
会
広
報
広
聴

　
常
任
委
員
会

◎
金
子
　
　
恵

○
安
部
　
　
都

　
中
村
　
美
穂

　
岩
永
　
政
則

　
分
部
　
和
弘

　
浦
川
　
圭
一

　
吉
岡
　
清
彦

　
竹
中
　
　
悟

■
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

今
期
か
ら
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と

な
り
、
８
人
で
構
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
５
月
１
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
長
に
喜
々
津
議
員
、
副
委
員

長
に
中
村
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
総
務
部
、
企
画
振
興
部
、

会
計
課
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
所
管
に

関
す
る
事
項
を
担
当
し
ま
す
。
な
か
で

も
予
算
お
よ
び
決
算
の
審
査
は
重
要
な

任
務
と
な
り
ま
す
。

　

議
決
機
関
・
監
視
機
関
と
し
て
町
民

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
切
磋
琢

磨
す
る
議
会
の
実
践
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

16
人
体
制
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
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問�

被
爆
関
係
の
銘
板
は
武
道
館
横
に

設
置
と
の
こ
と
だ
が
他
に
は
設
置

し
な
い
の
か
。

答�

一
カ
所
に
設
置
す
る
。

問�

女
性
活
躍
推
進
事
業
で
は
雇
用
は

ど
の
程
度
考
え
て
い
る
の
か
。

答�

５
人
以
上
を
目
指
し
て
い
る
。

問�

外
国
人
支
援
事
業
費
の
印
刷
費
用

で
は
３
カ
国
に
翻
訳
し
各
々
３
０
０

部
作
成
だ
が
無
駄
で
は
な
い
か
。

答�

１
０
０
部
も
３
０
０
部
も
変
わ
ら

な
い
。
妥
当
な
数
だ
。

問�

広
島
の
派
遣
事
業
の
詳
細
は
。

答�

中
学
校
３
校
で
生
徒
37
人
先
生
３

人
養
護
の
先
生
１
人
町
か
ら
１
人

派
遣
す
る
。

“被爆70年”中学生37人を広島へ派遣

反
対
討
論

・�

年
金
機
構
が
保
有
す
る
個
人
情
報

1
2
5
万
件
が
流
出
し
た
。個
人
の

情
報
を
公
的
機
関
に
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
か
不
安
と
懸
念
を
抱
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
番
号
の
不
正
利
用

や
個
人
情
報
の
流
出
の
被
害
が
は

る
か
に
深
刻
。政
府
は
予
定
ど
お
り

10
月
の
通
知
、１
月
に
は
、実
施
す
る

姿
勢
。今
の
状
態
で
は
責
任
を
果
た

せ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。事
業
推

進
は
凍
結
し
保
留
す
べ
き
だ
。	

�

（
堤
）

賛
成
討
論

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
つ
い
て

は
町
が
心
配
す
る
こ
と
は
シ
ス
テ
ム

で
は
な
く
ど
う
安
全
に
運
用
す
る

か
で
あ
る
。徹
底
し
て
周
知
し
全
職

員
に
向
け
て
運
用
ル
ー
ル
と
情
報

漏
洩
防
止
策
に
よ
り
不
正
利
用
が

で
き
な
い
こ
と
を
説
明
し
運
用
面
で

の
情
報
漏
洩
防
止
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。�

（
安
藤
）

可決
賛成13：反対227年度一般会計補正予算（追加）3957万円  総額　117億7939万円

費　目 補正の主な内容 補正額

総務管理費

被爆70年平和記念リーフレット
作成・銘板設置 34万円

地域女性活躍推進事業
外国人支援事業 877万円

戸籍住民基本台帳費 住民窓口専門嘱託員報酬
個人番号カード交付事業負担金 1746万円

社会福祉費 地域福祉計画策定委託料
育児休業等代替職員賃金 589万円

児童福祉費 保育システム改修業務委託料 70万円

住　宅　費 住宅性能向上リフォーム支援補助金 296万円

中 学 校 費 長与第二中学校火災受信機取換 130万円

社会教育費
広島平和記念式典派遣事業委託料 93万円

冷暖房機器取替工事費 122万円

　
27
年
度
第
2
回
定
例
会
が
、
６
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

４
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願
一
件
が
不
採
択
・
意
見
書
一
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



5 ながよ町議会だより　No.154

榎の鼻地区の町名が新しくなります

問�

３
月
に
も
教
育
委
員
会
関
係
の
条
例

の
改
正
案
が
出
さ
れ
た
が
一
緒
に
改

正
し
な
か
っ
た
の
か
。

答�

情
報
が
遅
く
提
案
出
来
ず
今
回
に

な
っ
た
。

反対討論
・�

当
初
の
答
弁
で
は
榎
の
鼻
交
差
点
の
渋

滞
解
消
に
必
要
と
聞
い
て
い
た
。こ
の
団

地
か
ら
伸
ば
し
て
国
道
２
０
６
号
に
つ

な
げ
る
構
想
に
大
変
危
惧
し
て
い
る
。費

用
対
効
果
が
見
え
な
い
。商
業
施
設
の
誘

致
、
図
書
館
建
設
を
有
利
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
だ
け
の
道
路
に
し
か
思
え
な

い
。１・
３
キ
ロ
の
道
路
工
事
に
対
し
４０

数
億
円
も
か
か
る
無
謀
な
事
業
に
思
う
。

�

（
河
野
）

賛成討論
・�

入
札
契
約
が
、さ
ら
に
透
明
化
し
ラ
ン
ダ

ム
係
数
化
な
ど
町
民
の
税
金
が
公
平
公

正
な
環
境
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
喜
ば

し
い
と
思
う
。今
後
も
、入
札
に
つ
い
て
は

不
正
行
為
の
排
除
を
お
願
い
し
た
い
。西

高
田
線
の
工
事
を
順
調
に
予
定
通
り
完

成
さ
せ
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
と
交
通
環
境

が
良
く
な
る
よ
う
願
う
。�

（
分
部
）

可決

可決
全会一致可決

全会一致

西
高
田
線
橋
梁
工
事

請
負
契
約
の
締
結

長
与
小
学
校
体
育
館

吊
天
井
撤
去
工
事

請
負
契
約
の
締
結

社
会
教
育
委
員
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

古
い
天
井
の
解
体
工
事
に
要
す
る
費
用

契
約
金
額　

５
２
２
７
万
２
千
円

契
約
金
額

�

３
億
８
３
９
万
９
４
０
０
円

・�「
教
育
長
を
経
て
、」
の
部
分
を
削
除

（�

経
過
措
置
）
現
教
育
長
の
任
期
が
満
了
す

る
ま
で
は
、
教
育
長
と
教
育
委
員
長
が
並

立
す
る
現
行
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

賛
成
１３
：
反
対
２

字の区域が変更となります
　● 北陽台１丁目
　● 北陽台２丁目　と変更

可決
全会一致



　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を
必要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとっ
ています。

一般質問

　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約した
もので、原文を尊重して掲載しています。

一般質問の記事

　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的
研修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公
民館、長与町ホームページで閲覧できます。

会議録の閲覧

一般質問

11人が問う

掲載ページ

7 吉岡 清彦 議員
① 町長のリーダー性について
② 施設の充実の取り組みについて
③ 長与町の学校運営の特徴について

8 岩永 政則 議員 ① 人口問題について
② 公共施設の整備及び管理等について

9 西岡 克之 議員
① 長与町の諸問題について
② 浦上水源地かさ上げ工事について

10 安部　都 議員
① 戦後、被爆70年を迎えての平和祈念事業の取り組みについて
② 町内の公民館の建て替えについて
③ 統一自治体選挙を振り返り、今後の選挙と投票のあり方について

11 分部 和弘 議員
① 道路の維持管理について
② 観光客誘致について
③ 安全安心な街づくりについて

12 浦川 圭一 議員
① 長与町議会議員政治倫理条例の更なる実効性の向上をめざして、について
② 榎の鼻土地区画整理事業地内の公園の設置および整備状況、その後の計画について

13 饗庭 敦子 議員
① メンタルヘルス対策について
② 子ども、若者の課題と教育の取り組みについて

14 堤　理志 議員
① 「長与町まち・ひと・しごと創生戦略」の策定について
② 平和事業について
③ ＩＣＴ教育の推進について

15 安藤 克彦 議員
① 町の公共施設（スポーツ・文化施設）の運営と整備について
② ふるさと納税への更なる取組について

16 河野 龍二 議員
① 吉田町長の平和問題の考え方について
② 交通安全対策について
③ 新図書館建設について

17 金子　恵 議員 ① 住民の住みやすい生活環境を考えるについて
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幸
福
度
日
本
一
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

初
当
選
し
、３
年
を
振
り
返
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。

「
ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や「
ま

ち
づ
く
り
提
案
箱
」の
設
置
な
ど
、

町
民
の
幸
せ
な
生
活
の
実
現
を
目

指
し
て
、
常
に
町
民
の
目
線
と
立

場
に
立
っ
て
推
進
し
て
き
た
。

「
一
人
之
を
行
ひ
て
十
人
之
を
行

ふ
能
は
ざ
る
者
は
、
道
に
非
ず
」

︵
伊
藤
仁
斎
︶
一
人
だ
け
が
で
き

て
も
、町
民
が
そ
っ
ぽ
を
向
け
ば
、

政
治
で
は
な
い
と
教
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
住
民

に
負
担
を
か
け
て
い
る
資
源
化
物

の
月
１
回
の
拠
点
回
収
を
言
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
こ
で
、

住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
に

見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
拠

点
回
収
を
希
望
す
る
と
こ
ろ
は
奨

励
し
て
や
れ
ば
よ
い
。
ど
う
見
直

す
の
か
。

資
源
化
物
の
回
収
に
つ
い
て
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
と
拠
点
回
収
の

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

２
種
類
の
併
用
は
考
え
て
い
な
い
。

横
断
歩
道
の
安
全
策

横
断
歩
道
の
直
前
の
安
全
性
に
つ

い
て
、
昨
年
の
６
月
議
会
よ
り
取

り
上
げ
て
い
る
が
、
未
だ
取
り
組

ん
で
い
な
い
が
、
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

横
断
歩
道
か
ら
前
後
約
５
ｍ
を
斜

め
に
カ
ッ
ト
を
行
い
、
歩
行
者
の

確
認
が
車
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う

に
行
う
。

２
期
目
に
挑
戦
す
る
の
か
、
ど
う

し
た
ら
名
君
に
な
れ
る
の
か
問
う

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

「
幸
福
度
日
本
一
」
の
ま
ち
の
実

現
を
目
指
す
。
２
期
目
へ
は
後
援

会
と
相
談
す
る
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 
長

平
木
場
・
三
根一帯
に

幼
児
公
園
を

問
検
討
し
て
い
く

答
平
木
場
・
三
根
地
区
一
帯
に
幼
児

用
の
公
園
が
必
要
と
思
う
が
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

上
長
与
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
で
、

幼
児
が
遊
べ
る
よ
う
な
遊
具
を
検

討
す
る
。

テ
ニ
ス
広
場 

整
備
を

テ
ニ
ス
広
場
の
Ｄ
コ
ー
ト
の
観
覧

席
の
奥
の
方
に
、
出
入
り
口
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

混
雑
の
解
消
や
不
法
駐
車
の
解
消

の
面
か
ら
も
、
出
入
り
口
の
設
置

を
行
う
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

学
校
運
営
の
特
徴
と

今
後
の
方
針
は

問
特
色
あ
る
学
校
支
援

会
議
を
拡
充
す
る

答
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
全
国
す

べ
て
の
公
立
小
中
学
校
を
住
民
ら

が
運
営
に
直
接
参
加
す
る
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」︵
地
域

運
営
学
校
︶に
す
る
と
の
提
言
を
、

安
倍
首
相
に
提
出
し
た
。
本
町
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
あ
る

学
校
運
営
を
行
い
、
ま
た
、
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
教
育
活
動

等
へ
の
支
援
が「
学
校
支
援
会
議
」

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
学
校
運
営

へ
の
参
画
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
で
あ
る
。
本
町
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お

い
て
、
特
色
あ
る
学
校
支
援
会
議

を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
学

校
を
核
と
し
た
「
地
域
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

議 

員
教
育
長

オッと危ない 横断歩道直前の植え込み

三根・平木場地区にもほしいネ 幼児遊具

一般質問資源化物の収集方法の改善を図れ

吉
よし おか

岡  清
きよ ひこ

彦 議員
回答 拠点回収を継続していく
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昨
年
度
実
施
し
た
意
識
調
査
、
第

８
次
総
合
計
画
の
施
策
評
価
と
各

所
管
、
各
種
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
、
基
本
計
画
案

を
作
成
し
て
い
る
。「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
と
の
整

合
を
図
り
、
将
来
人
口
推
計
に
向

け
た
分
析
を
し
て
い
る
。

自
治
体
の
活
力
は
人
口
に
あ
る
。

そ
の
増
大
方
策
は
ど
う
か
。

人
口
を
増
や
す
こ
と
が
町
の
活
力

に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、「
幸
福
度
日
本
一
の
ま
ち
」を

町 

長
議 

員
町 

長

目
指
す
過
程
で
、
若
い
世
代
に
限

ら
ず
住
民
の
希
望
の
実
現
に
努
め

る
。

人
口
増
、
出
生
率
を
高
め
る
た
め

に
は
、
子
育
て
環
境
の
創
出
で
あ

る
。
大
村
市
は
９
年
度
か
ら
保
育

所
の
２
子
目
の
保
育
料
を
無
料
化

し
て
い
る
。

町
長
が
昨
年
改
正
し
た
ラ
ン
ク
別

保
育
料
の
見
直
し
程
度
で
は
、
幸

福
度
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
の
子
育
て
対
策
、
人
口
減
少
対

策
と
は
到
底
な
り
得
な
い
。
２
子

目
の
無
料
化
を
含
め
た
子
育
て
日

本
一
の
長
与
づ
く
り
に
方
向
転
換

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策

が
、
町
長
の
「
幸
福
度
日
本
一
」

づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
と
思
わ
な

い
か
。

急
激
に
は
い
ろ
い
ろ
で
き
な
い

が
、
一
歩
一
歩
進
め
た
い
。

斉
藤
地
区︵
第
９
分
団
の
格
納
庫
︶

は
老
朽
化
し
て
い
る
。
早
期
建
て

替
え
を
示
せ
。

建
築
年
が
古
い
も
の
か
ら
順
次
、

建
て
替
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

い
る
。
築
₃₀
年
以
上
は
３
棟
。
計

画
的
に
建
て
替
え
を
行
う
。

平
木
場
の
葉は
ざ
こ迫
間
・

山
田
間
道
路
を

問
部
分
補
修
な
ど
と

補
助
メ
ニ
ュ
ー
検
討

答
平
木
場
郷
の
平
木
場
～
葉は

迫ざ
こ
地
域

間
、
隠か
く
し
ご
う
ち

川
内
～
山
田
地
域
間
の
集

落
間
道
路
の
整
備
計
画
は
ど
う

か
。

葉
迫
間
は
大
き
な
財
源
が
必
要
。

道
路
改
良
な
ど
、
原
材
料
支
給
、

部
分
補
修
を
行
う
。
山
田
間
は
、

今
後
実
現
性
に
向
け
た
補
助
メ
ニ

ュ
ー
導
入
な
ど
検
討
す
る
。

議 

員
町 

長

昨
年
５
月
、
政
府
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ
た
専
門

調
査
会
は
、
日
本
の
人
口
は
出
生

率
が
回
復
し
な
い
場
合
は
２
０
６

０
年
に
は
、
８
７
０
０
万
人
に
ま

で
減
少
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
国

は
昨
年
９
月
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
を
発
足
。
県
、

市
町
も
総
合
戦
略
を
作
成
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
縁
結
び
の
支
援
や
子

育
て
世
代
の
不
安
解
消
、
晩
婚
化

の
食
い
止
め
策
が
各
自
治
体
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
な
認
識
か
。

「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
」
の

充
実
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
結
婚

相
談
事
業
に
加
え
、
第
３
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
、
さ
ら
に
保
育

所
お
よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
の
対
策
を
講
じ
る
。

総
合
計
画
の
策
定
状
況
と
長
与
町

の
将
来
人
口
を
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

議 

員
町 

長
議 

員

切実な願い 2子目の保育料の無料化を

築約40年 改築が急がれる（9分団格納庫）

一般質問本町の将来人口を示せ

岩
いわ なが

永  政
まさ のり

則 議員
回答 現在 人口推計に向けて分析中
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高
齢
者
へ
配
布
し
て
い
る
入
浴
サ

ー
ビ
ス
券
は
、
使
用
し
な
い
人
か

ら
他
の
制
度
に
、
交
通
補
助
券
な

ど
に
変
更
で
き
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
る
が
ど
う
か
。

こ
の
制
度
は
₆₅
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
て
、町
内
の
温
浴
施
設
と
、

２
カ
所
の
プ
ー
ル
で
利
用
で
き
る

１
８
０
０
円
相
当
の
補
助
券
を
交

付
し
て
お
り
、
趣
旨
は
入
浴
な
ど

を
通
し
て
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の

延
伸
で
あ
る
。
今
後
と
も
予
算
の

許
す
範
囲
で
続
け
る
。
他
の
制
度

へ
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
免
許
返
納

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
に

対
し
て
支
援
策
は
な
い
か
。

現
在
、
返
納
者
に
対
し
て
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
や
、

そ
れ
に
使
用
す
る
写
真
撮
影
費
を

免
除
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
₂₇
件

の
実
績
が
あ
る
。

他
の
自
治
体
は
民
間
業
者
と
連
携

し
て
乗
り
物
代
金
の
割
引
な
ど

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員

様
々
な
特
典
を
用
意
し
て
返
納
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
も
事
故
率
が
高
い
高
齢
者
が

免
許
を
返
納
し
て
事
故
が
減
れ
ば

行
政
コ
ス
ト
も
下
が
る
。
積
極
的

に
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
、
研
究
検
討
し
て
い
く
。

老
々
介
護
に
つ
い
て
現
状
と
支
援

体
制
は
ど
う
か
。

現
在
、
₆₅
歳
以
上
で
要
介
護
、
要

支
援
の
認
定
を
受
け
た
人
は
在
宅

で
２
５
８
世
帯
、
３
１
０
人
で
あ

る
。
世
帯
状
況
に
応
じ
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
介
護

者
に
は
、
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

集
い
や
、
年
間
３
万
円
の
在
宅
介

護
見
舞
金
な
ど
の
支
給
を
実
施
し

て
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

地
域
政
策
課
長

議 

員
町 

長

中
で
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
は
ど
う
か
。

₂₅
年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

実
施
を
委
託
し
て
い
る
が
、
₂₆
年

度
に
は
講
習
会
、
説
明
会
を
数
回

実
施
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
先
を

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
通
所
作
業
所

ま
で
拡
大
し
₁₃
カ
所
で
の
受
け
入

れ
が
可
能
に
な
っ
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
拡
大
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
よ
う
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
自
己
負
担
が
原
因
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
ど
う

か
。

今
後
制
度
の
改
善
も
含
め
て
検
討

す
る
。

ま
ん
て
ん
横
の
横
断
歩
道

金
比
羅
橋
方
向
へ
向
か
う
「
ま
ん

て
ん
」
横
の
横
断
歩
道
が
危
険
だ

が
今
後
安
全
性
は
ど
う
担
保
す
る

の
か
。

議 

員
町 

長
議 

員
介
護
保
険
課
長

議 

員

信
号
機
設
置
に
向
け
要
望
し
て
い

く
。

浦
上
水
源
地
か
さ
上
げ

工
事
は
安
全
か

問
工
事
施
工
前
に
は

説
明
会
を
実
施
す
る

答
浦
上
水
源
地
の
か
さ
上
げ
工
事
の

情
報
公
開
と
安
全
性
は
ど
う
か
。

工
事
着
手
前
に
は
、
概
要
や
安
全

性
に
つ
い
て
は
県
が
地
元
に
説
明

会
を
実
施
す
る
よ
う
だ
。

町 

長
議 

員
町 

長

早く信号つくといいね

続けるの？入浴補助券

一般質問続けるのか　入浴サービス

西
にし おか

岡  克
かつ ゆき

之 議員
回答 今後とも予算の許す範囲で続ける
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ら
ど
う
か
。

現
在
練
習
段
階
な
の
で
、
そ
れ
も

考
え
て
み
る
。

平
和
遺
構
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

何
部
作
成
し
、
ど
こ
に
設
置
す
る

の
か
。

１
万
８
千
部
作
成
し
、
全
世
帯
に

配
布
、
町
内
の
公
民
館
に
設
置
す

る
。

以
前「
祈
念
植
樹
を
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
ど
う
か
。

継
続
す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
次
長

議 

員
町 
長

議 

員
総
務
課
長

老
朽
化
し
た
公
民
館
の

建
て
替
え
は

問
自
治
会
と

新
築
の
対
応
を
協
議

答
老
朽
化
し
た
公
民
館
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
ど
う
か
。

建
て
替
え
増
改
築
に
つ
い
て
は
、

「
長
与
町
地
域
公
民
館
等
整
備
補

助
金
制
度
」
を
利
用
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
建
て
替
え
検
討
で
あ
れ

ば
、
生
涯
学
習
や
ふ
れ
あ
い
、
学

び
の
活
動
と
な
る
よ
う
、
自
治
会

と
新
築
な
ど
の
対
応
を
協
議
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

早
急
に
避
難
で
き
る
た
め
の
災
害

避
難
場
所
と
な
る
公
民
館
の
考
え

は
な
い
の
か
。

本
町
で
も
防
災
会
議
を
開
催
し
、

避
難
所
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。

公
民
館
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
体

制
が
整
え
ば
利
用
に
問
題
は
な

い
。 議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

若
者
へ
の

投
票
率
向
上
の
対
策
は

問
啓
発
の
取
組
と

環
境
の
整
備
を
検
討

答
統
一
地
方

選
挙
に
お

い
て
、
投

票
率
₁₀
・
₀₁
％
減
と
な
っ
た

こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

投
票
率
低
下
傾
向
は
、
誠
に
残
念

な
結
果
だ
。
有
権
者
の
関
心
度
の

低
さ
が
表
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た
。

若
者
へ
選
挙
へ
の
関
心
お
よ
び
投

票
率
向
上
の
対
策
は
ど
う
か
。

若
年
者
に
啓
発
が
必
要
だ
。
成
人

式
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
啓
発

冊
子
の
配
布
を
行
い
、
長
与
北
小

学
校
で
の
「
模
擬
選
挙
」
を
行
っ

た
。
環
境
の
整
備
を
検
討
す
る
。

弱
者
の
た
め
の
「
選
挙
移
動
投
票

カ
ー
」
の
考
え
は
な
い
か
。

選
挙
移
動
投
票
カ
ー
の
導
入
は
難

し
い
と
考
え
る
。　

議 

員
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

議 

員
委
員
長

議 

員
委
員
長

戦
後
、
被
爆
₇₀
年
を
迎
え
て
平
和

記
念
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み
は

考
え
て
い
る
の
か
。

武
道
館
敷
地
に
被
爆
遺
構
の
銘
板

設
置
、
平
和
事
業
の
紹
介
や
平
和

遺
構
の
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
中
学
生
を
広

島
平
和
記
念
式
典
へ
参
加
さ
せ
、

交
流
を
す
る
派
遣
事
業
も
検
討
し

て
い
る
。
ま
た「
平
和
の
つ
ど
い
」

を
実
施
予
定
だ
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
「
平
和
コ
ン
サ

ー
ト
」
な
ど
は
継
続
し
て
行
う
の

か
。

今
年
度
は
、
原
点
に
戻
り
、
住
民

参
加
型
の
町
民
主
体
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
予
定
。
高
田
中
学
校
や

北
陽
台
高
校
の
合
唱
部
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
平
和
の
尊
さ
を
発
信

し
て
い
く
。

長
崎
出
身
の
福
山
雅
治
氏
の
山
王

神
社
で
被
爆
し
た
「
ク
ス
ノ
キ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
が
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

で
、
そ
の
歌
を
一
緒
に
合
唱
し
た

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員

選挙へ関心をもってほしいなあ～

道ノ尾駅 被爆遺構跡の銘板

一般質問戦後７０年平和記念事業の取組は

安
あ　べ

部　都
みやこ

 議員
回答 被爆遺構跡の銘板設置など計画
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道
路
の
老
朽
化
や
交
通
量
の
増
加

に
伴
い
、
損
傷
の
目
立
つ
町
道
・

県
道
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
維

持
管
理
状
況
は
ど
う
か
。

各
自
治
会
・
民
生
委
員
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
学
校
な
ど
か
ら
指
摘
さ

れ
た
箇
所
は
、
現
地
調
査
を
行
い

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
整
備
・

改
修
を
行
っ
て
い
る
。

歩
道
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

車
乗
り
入
れ
部
に
お
け
る
歩
道
の

損
傷
が
大
き
い
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
。
改
修
方
法
を
検
討
し
緊
急

性
の
高
い
箇
所
か
ら
施
工
し
て
い

く
。

交
通
渋
滞
緩
和
対
策
状
況
は
ど
う

か
。

長
崎
多
良
見
線
か
ら
長
崎
市
へ
、

国
道
２
０
７
号
線
か
ら
時
津
町
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
渋
滞
は
、
国
道

２
０
６
号
線
の
渋
滞
が
原
因
で
、

西
彼
杵
道
路
・
長
崎
南
北
幹
線
道

路
建
設
促
進
期
成
会
に
お
い
て
要

望
し
て
い
る
。

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

観
光
資
源
の

具
体
的
な
活
用
は

問
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の

整
備

答
観
光
に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

長
崎
県
の
観
光
統
計
で
利
用
者
の

把
握
を
し
て
い
る
施
設
は
、
中
尾

城
公
園
と
潮
井
崎
公
園
、
体
験
ペ

ー
ロ
ン
が
あ
り
、
₂₆
年
度
は
合
計

４
７
６
４
６
人
が
利
用
し
て
い
る
。

観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
は
ど
う
か
。

観
光
施
設
の
な
い
本
町
に
お
い
て

は
、
長
与
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
契
機
に
豊
か
な
自

然
景
観
に
触
れ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
観

光
な
ど
で
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と

交
流
人
口
拡
大
を
行
い
た
い
。

町
の
観
光
資
源
の
具
体
的
な
活
用

は
ど
う
か
。

美
し
い
景
観
を
活
か
す
た
め
、
大

村
湾
沿
い
の
国
道
２
０
７
号
線
を

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ｏ
シ
ー
サ
イ
ド
ス

ト
リ
ー
ト
」
と
名
付
け
、
本
町
の

観
光
名
所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま

た
「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
」
の
整

備
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
今
後
も
、
地
域
密
着
型
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
る
情
報
発
信
を
推
進
す
る
。

議 

員
町 

長

登
下
校
時
の

安
全
管
理
状
況
は

問
危
機
意
識
を
も
っ
た

見
守
り
を
展
開

答
登
下
校
時
の
安
全
管
理
の
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
、
事
業
所
な
ど
の

協
力
で
、
児
童
生
徒
を
見
守
る
体

制
づ
く
り
を
図
り
、
保
護
者
な
ど

に
よ
る
立り
っ
し
ょ
う哨当
番
を
実
施
し
危
機

意
識
を
も
っ
た
見
守
り
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

安
全
管
理
の
充
実
・
強
化
に
向
け

た
施
策
は
ど
う
か
。

毎
年
５
月
か
ら
６
月
に
町
内
各
学

校
に
お
い
て
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
保
護
者
、
地
域
関
係
者
で

通
学
路
や
公
園
な
ど
に
お
け
る
危

険
箇
所
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、各
課
で
協
議
の
上
、

通
学
路
の
安
全
管
理
を
し
て
い

る
。 議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
長

整備されたシーサイドパーク

農産物加工施設が建設されます

一般質問どうする 道路の維持管理状況

分
わけ べ

部  和
かず ひろ

弘 議員
回答 緊急性の高い箇所から整備改修
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綱
と
か
の
制
定
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

榎
の
鼻
区
画
整
理
内
の

公
園
の
状
況

問
適
正
に
配
置
︑

整
備
さ
れ
て
い
る

答
都
市
計
画
法
施
行
令
の
規
定
に
よ

り
開
発
面
積
に
対
す
る
３
％
以
上

の
公
園
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
本
事
業
の
開
発
面
積
と

そ
の
３
％
の
面
積
、
公
園
の
設
置

面
積
を
示
せ
。

公
園
の
整
備
面
積
に
つ
い
て
は
３

カ
所
で
合
計
３
６
１
３
㎡
、
緑
地

に
つ
い
て
は
３
８
２
０
㎡
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
合
計
７
４
３
３
㎡

で
開
発
面
積
₂₂
・
５
ｈ
ａ
の
約

３・
３
％
と
な
り
、
本
事
業
地
が

公
益
施
設
、
商
業
施
設
を
含
め
た

複
合
開
発
で
あ
り
３
％
の
基
準
に

は
緑
地
面
積
も
含
ん
で
よ
い
と
の

解
釈
で
、
法
を
満
足
す
る
。

公
園
面
積
が
開
発
面
積
に
占
め
る

割
合
は
、
１・
６
％
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

議 

員
町 

長
議 

員

公
園
の
定
義
で
い
え
ば
そ
う
な

る
。　

ま
な
び
野
は
、
大
学
、
住
宅
地
、

商
業
施
設
が
あ
り
、
複
合
開
発
で

あ
る
。
そ
こ
で
も
基
本
的
に
３
％

の
公
園
を
設
置
す
る
よ
う
指
導
し

て
き
た
。
そ
う
い
う
経
緯
が
本
町

の
場
合
ず
っ
と
あ
っ
た
が
、
あ
ら

た
め
て
、
１・
６
％
の
公
園
面
積

で
十
分
に
、
適
正
な
配
置
と
考
え

る
か
。

配
置
的
に
は
問
題
な
い
。
広
さ
的

に
も
開
発
の
基
準
に
従
い
、
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
事
足
り
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
地
元
自
治
会
か
ら
、
要
望
な
ど

は
な
い
か
。

遊
具
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
こ
と
を
一
度
聞
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
要
望
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
今
の
う
ち
に
地
元
の
要
望
を

設
置
義
務
者
で
あ
る
組
合
に
伝
え

る
べ
く
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
よ

う
、
町
が
間
に
入
っ
て
段
取
り
す

都
市
整
備
課
長

議 

員
課 

長
議 

員
課 

長
議 

員

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

今
ま
で
都
市
計
画
法
第
32
条
に
準

じ
る
協
議
の
中
で
、
設
置
は
求
め

て
い
な
い
が
話
を
す
る
こ
と
は
で

き
る
。

課 

長

長

※

与
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
実
効
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、

日
常
の
議
員
活
動
に
お
い
て
行

う
、
町
へ
の
要
望
、
提
案
、
申
出

な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
に
そ
の
内

容
を
公
表
で
き
な
い
か
。

議
会
も
執
行
機
関
で
あ
る
町
も
、

町
民
へ
の
情
報
発
信
を
常
に
心
が

け
て
い
る
。　　
　
　
　
　

開
か
れ
た
行
政
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
と
い
う
、
共
通
認
識
の

も
と
公
表
で
き
な
い
と
い
う
理
由

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

職
務
に
関
す
る
働
き
か
け
の
「
記

録
等
事
務
の
取
り
扱
い
基
準
」
を

作
成
し
て
い
る
。

あ
り
の
ま
ま
を
公
表

議
員
の
日
頃
の
活
動
を
み
て
も
ら

い
、
住
民
に
そ
の
行
動
の
判
断
を

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
あ
り
の
ま

ま
を
公
表
し
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

公
表
す
る
に
し
て
も
基
準
と
か
要

議 

員
町 

長
議 

員
総
務
課
長

議 

員
課 

長

※
長
与
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

 

（
一
部
抜
粋
）

第
２
条　

議
員
は
、
町
民
の
信
頼
に

値
す
る
倫
理
を
保
持
し
、
町
民
に
対

し
、
自
ら
す
す
ん
で
そ
の
高
潔
さ
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
員
は
、
常
に
町
民
全
体
の
利

益
を
擁
護
し
、
い
や
し
く
も
特
定
の

個
人
、
団
体
の
利
益
を
求
め
て
、
公

共
の
利
益
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
４
条　

町
民
は
、
政
治
倫
理
基
準

に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
こ
れ
を
証
す
る
資
料
を
添

え
て
、
文
書
で
長
与
町
議
会
議
長
に

審
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

緑地部分の一部

一般質問議員の要望など公表できないか

浦
うら かわ

川  圭
けい いち

一 議員
回答 関係部局と協議していく
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現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
ス
ト
レ

ス
フ
ル
な
生
活
環
境
や
職
場
環
境

に
よ
っ
て
精
神
疾
患
を
患
う
人
が

増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
精
神

疾
患
に
つ
い
て
理
解
も
そ
れ
な
り

に
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
労
働
者

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
ら
れ
た
環

境
の
中
で
気
兼
ね
な
く
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
相
談
で
き
る
体
制
や
、
自

分
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
早

く
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
町
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
、
お

よ
び
疲
労
度
自
己
診
断
を
実
施

し
、
産
業
医
に
よ
る
面
談
を
行
っ

て
い
る
。

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
強
化

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
メ

ン
タ
ル
不
調
に
通
じ
る
報
告
は
あ

る
か
。

報
告
は
な
い
。

議 

員
町 

長
議 

員
総
務
課
長

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
日
常
化

し
な
い
た
め
の
日
頃
の
対
策
は
ど

う
か
。

管
理
職
に
部
下
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
指
導
を
し

て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
精
神
的
な
理
由
で

休
職
中
の
教
職
員
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

全
国
で
約
0・5
％
、
県
0・4
％

の
中
、
本
町
は
毎
年
一
人
い
る
か

い
な
い
か
で
あ
る
。
解
決
策
と
し

て
、
過
度
な
超
過
勤
務
に
対
す
る

指
導
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
、
ま
た
チ
ー
ム
学
校
力
を
生
か

し
た
指
導
体
制
を
築
い
て
い
く
。

校
長
、副
校
長
、教
頭
は
激
務
で
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
、
長
時
間
労
働

も
心
配
さ
れ
る
が
対
策
は
ど
う
か
。

勤
務
時
間
の
適
正
化
を
把
握
し
、

職
務
の
効
率
化
を
指
導
し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
は
不
登
校
か
ら
始
ま

る
と
思
う
が
、中
学
校
か
ら
高
校
、

議 

員
町 

長
議 

員
教
育
長

議 

員
教
育
委
員
会
理
事

議 

員

大
学
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
連
携
が
個

人
情
報
保
護
法
も
あ
り
難
し
い
。

新
し
い
考
え
を

取
り
入
れ
た
教
育
を

問
教
育
も

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い

答
子
ど
も
、
若
者
の
未
来
を
切
り
開

く
に
は
、新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ

た
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と

思
う
。
ア

※

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
み
ん
な
一
緒
の
世

界
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
人

一
人
が
違
う
多
様
化
、
複
雑
化
、

変
化
の
激
し
い
世
界
へ
と
移
行
し

て
い
く
。
教
育
も
変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
中
で
の
ひ
と
つ
の
手
法
だ

と
考
え
ら
れ
、
徐
々
に
導
入
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。　

子
供
に
輝
く
未
来
を

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
に

は
学
校
の
先
生
だ
け
で
は
少
々
荷

理 

事
議 

員
教
育
長

議 

員

が
重
い
時
代
な
の
で
、
地
域
、

O
B
教
員
と
一
緒
に
土
曜
学
習
が

で
き
な
い
か
。

「
ま
る
つ
け
隊
」、
親
子
相
談
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
か
ニ
ー
ズ
は
あ

る
が
、
誰
が
ど
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

教
育
長

※
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

教
員
に
よ
る
一
方
的
な
講
義
形
式

の
指
導
と
異
な
り
、
課
題
の
発
見
と

解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協
動
的
に

学
ぶ
学
習
。
具
体
的
に
は
、
問
題
解

決
学
習
、
体
験
学
習
、
調
査
学
習
、

デ
イ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
。 子ども、若者が未来に希望を持てますように!!

一般質問大丈夫か　長時間労働 ストレス

饗
あい ば

庭  敦
あつ こ

子 議員
回答 勤務時間の適正化 職務の効率化
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の
で
は
な
い
か
。

指
摘
し
て
い
る
懸
念
は
あ
る
。
し

か
し
、
互
い
の
個
性
を
発
揮
し
な

が
ら
良
い
連
携
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。　

不
要
不
急
の
事
業
を
抑
制
さ
せ
る

の
は
当
然
だ
が
、
本
町
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
を
持
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町 
長

議 

員

指
針
で
は
合
併
を
目
指
す
も
の
で

な
い
こ
と
や
、
離
脱
す
る
こ
と
も

可
能
と
明
示
し
て
い
る
の
で
、
町

の
独
自
性
発
揮
は
可
能
で
あ
る
。

長
期
的
に
政
策
を
実
施
で
き
て
、

初
め
て
成
果
が
現
れ
て
く
る
と
思

う
。
国
か
ら
の
一
時
的
な
補
助
で

は
な
く
、
安
定
的
な
財
源
は
保
障

さ
れ
る
の
か
。

地
方
か
ら
財
源
の
要
望
が
出
さ

れ
、
国
は
現
在
検
討
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
各
界
各
層
で
構

成
す
る
会
議
で
、
全
体
的
に
議
論

す
る
中
で
知
恵
を
出
し
て
欲
し
い

と
い
う
の
が
、
総
合
戦
略
の
趣
旨

で
あ
る
。推

進
せ
よ

平
和
の
大
切
さ
の
伝
承

問
様
々
な
平
和
事
業
を

実
施

答
被
爆
₇₀
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
た
。
平
和
の
取
り
組
み
の
検

討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

企
画
課
長

議 

員
課 

長
議 

員

被
爆
遺
構
の
銘
板
を
設
置
し
、
平

和
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
と
配
付
、
平
和
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、

平
和
の
と
も
し
び
を
終
了
し
、
平

和
の
つ
ど
い
を
実
施
す
る
。
中
学

生
を
対
象
に
広
島
へ
派
遣
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
慎
重
に

問
目
的
と
手
段
を

見
誤
ら
な
い
よ
う
対
応

答
施
政
方
針
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
と
し
て
い
る
。
文
明
の
利

器
を
取
り
入
れ
効
果
を
上
げ
る
こ

と
は
必
要
だ
が
、
他
県
で
は
様
々

な
混
乱
が
あ
り
教
育
に
支
障
が
で

て
い
る
。
失
敗
例
か
ら
学
び
、
本

町
で
は
混
乱
し
な
い
よ
う
十
分
な

配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で

は
な
い
。
教
育
の
目
的
と
手
段
を

見
誤
ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

町 

長
議 

員
教
育
長

₂₇
年
度
の
施
政
方
針
で

「
長
与
町
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
る
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
方
針

と
進
み
具
合
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

国
は
地
方
に
対
し
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版

総
合
戦
略
を
作
る
よ
う

求
め
て
い
る
。
主
な
観

点
は
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
」「
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
」「
地
方
へ
の
移
住
促

進
」
で
あ
る
。
ま
ず
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
る
た
め
、
各
種
調
査
、
情

報
収
集
を
進
め
て
い
る
。
総
合
戦

略
は
本
年
₁₀
月
の
策
定
を
め
ど
に

作
業
を
進
め
て
い
く
。

国
か
ら
地
方
中
枢
拠
点
都
市
圏
構

想
と
い
う
考
え
方
が
出
て
き
た
。

「
選
択
と
集
中
」
の
名
で
、
都
市

的
機
能
を
備
え
た
自
治
体
の
み
に

重
点
投
資
が
な
さ
れ
る
と
、
本
町

の
行
政
運
営
上
の
懸
念
が
生
じ
る

議 

員
町 
長

議 

員

町の活性化は住民が魅力を感じる行政サービスで

一般質問どうなる　町の人口 活性化策

　堤
つつみ

　  理
さと し

志 議員
回答 各界各層参加の会議で議論
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老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
再
配
置

計
画
作
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

国
は
公
共
施
設
を
中
長
期
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
を

求
め
て
い
る
。
そ
の
目
的
に
は
長

期
的
視
点
に
よ
る
老
朽
化
対
策
、

維
持
管
理
・
修
繕
、
コ
ス
ト
の
縮

減
・
平
準
化
と
と
も
に
議
員
指
摘

の
更
新
・
統
廃
合
の
再
配
置
の
視

点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
が
示
す

28
年
度
の
期
限
ま
で
に
策
定
す
る
。

「
総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

今
年
度
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
行
い
、
来
年
度
計
画
の
策
定
を

行
う
。

計
画
の
中
に
住
民
の
声
は
反
映
さ

れ
る
の
か
。

総
務
省
か
ら
の
指
針
の
中
で
「
議

会
や
住
民
へ
の
情
報
提
供
」
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。

議 

員
町 

長
議 

員
企
画
振
興
部
長

議 

員
企
画
課
長

新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
町
が
示
し
た
「
新
図
書
館
基

本
構
想
」
で
今
年
度
に
準
備
室
の

設
置
と
な
っ
て
い
た
が
。

建
設
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
国
か
ら
の
適
切
な
補
助
事

業
が
な
い
か
探
し
て
い
る
。
準
備

室
は
補
助
事
業
が
具
体
化
し
た
段

階
で
設
置
し
た
い
。

準
備
室
の
設
置
は
い
つ
頃
か
。

今
年
度
は
難
し
い
。

天
満
宮
公
園
の
普
段
の
整
備
状
況

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

議 

員
副
町
長

議 

員
副
町
長

議 

員

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
表
土
が
雨
で
流
出

し
て
小
石
が
露
出
し
て
危
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
主
要
な
部
分
に
つ

い
て
は
表
土
の
補
充
を
行
っ
た
。

排
水
溝
が
機
能
を
果
た
さ
ず
水
は

け
が
悪
い
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い

の
か
。

排
水
が
行
え
る
よ
う
対
処
し
た
い
。

町
民
体
育
館
で
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
が
上
下
可

動
式
で
な
い
た
め
、
コ
ー
ト
が
２

面
と
れ
ず
、
立
派
な
施
設
で
あ
り

な
が
ら
大
き
な
大
会
が
開
け
な

い
。
既
存
施
設
の
有
効
活
用
か
ら

も
対
策
が
と
れ
な
い
か
。

技
術
的
に
可
能
な
ら
ば
残
り
の
１

コ
ー
ト
を
上
下
可
動
式
に
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
校
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

体
育
館
の
障
害
者
用
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
町
内
６
校
が
未
設
置
で
あ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

議 

員
課 

長
議 

員
課 

長
議 

員
教
育
総
務
課
長

る
。
予
算
を
み
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

積
極
的
な
取
組
を

問
特
産
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る

答
ふ
る
さ
と
納
税
増
収
の
た
め
、
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

寄
付
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
時

に
、
寄
付
者
が
希
望
の
品
を
選
択

で
き
る
地
元
の
特
産
品
を
載
せ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な

ど
、
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

議 

員
町 

長

新しい図書館は予定通りにできるのだろうか

長与も多くの方から応援してもらえる努力を！

一般質問公共施設の再配置計画への取組は

安
あん

藤
どう

  克
かつ

彦
ひこ

 議員
回答 総合管理計画の策定を進める
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爆
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

秋
に
は
平
和
の
命
題
を
つ
け
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
し
て
い
る
。

長
崎
市
や
時
津
町
で
は
、
平
和
事

業
の
担
当
部
署
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
が
、
本
町
で
も
平
和
事
業
の

部
署
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

現
状
、
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
と

総
務
部
が
協
議
し
て
行
っ
て
い

る
。
現
状
に
不
都
合
は
な
い
。
主

管
は
総
務
部
で
あ
る
。

百
合
野
・
打
坂
方
面
の

混
雑
解
消
を

問
早
く
で
き
る
よ
う

要
望
す
る

答
百
合
野
団
地
か
ら
打
坂
へ
の
道
路

の
現
状
に
、
地
域
住
民
か
ら
早
急

の
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
取

組
状
況
は
ど
う
か
。

本
町
側
は
拡
幅
済
み
で
あ
る
。
長

崎
市
は
用
地
交
渉
を
行
っ
て
い
る

が
、
事
業
年
度
は
未
定
と
の
回
答

だ
っ
た
。
早
急
に
改
善
で
き
る
よ

総
務
部
長

議 

員
総
務
部
長

議 

員
町 

長

う
要
望
し
て
い
く
。

長
与
駅
西
側
県
道
も
渋
滞
す
る
中

で
、
迂
回
路
に
自
治
会
団
地
へ
車

両
が
流
入
し
て
、
危
険
と
の
声
が

あ
る
。
対
策
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

速
度
規
制
は
現
在
な
い
が
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

東
高
田
町
営
住
宅
入
口
の
県
道

議 

員
町 

長
議 

員

に
、
信
号
機
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

付
近
に
信
号
機
が
あ
り
、
近
接
で

の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
時
津
署
へ
要
望
も
含
め

対
応
し
て
い
く
。

合
意
の
た
め
の

町
民
へ
の
説
明
会
を

問
懇
談
の
機
会
を
利
用
し

説
明
す
る

答
新
図
書
館
建
設
に
向
け
基
本
構
想

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
が
、
住
民
の
合
意
は

と
れ
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
建
設
を
進
め
る
の
か
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
い
ろ
ん

な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然
。
今
後

は
、
財
源
や
土
地
購
入
の
課
題
な

ど
、
十
分
考
慮
し
建
設
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

合
意
を
得
る
た
め
の
住
民
説
明
会

を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

住
民
と
の
懇
談
の
機
会
を
利
用

し
、
説
明
し
て
い
く
。

町 

長
議 

員
町 

長
議 

員
総
務
部
長

被
爆
地
の
自
治
体
の
首
長
は
、
４

市
町
し
か
い
な
い
。

何
よ
り
も
平
和
を
守
る
決
意
が
必

要
と
思
う
。
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
「
安
保
法
制
関
連
法
案
」
に

反
対
の
意
思
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

国
会
の
議
論
に
参
加
で
き
な
い
。

意
見
を
言
う
立
場
に
な
い
。

本
町
と
町
民
の
平
和
を
守
る
立
場

か
ら
、発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

加
入
し
て
い
る
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
・
平
和
首
長
会
議
な
ど
と
連

携
し
、
平
和
行
政
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

今
後
の
平
和
事
業
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
次
世
代
へ
の
継
承
が
責
務
と

考
え
て
い
る
。

関
係
部
署
と
協
議
し
、
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

被
爆
₇₀
年
は
、
年
間
を
通
し
て
被

議 

員
町 
長

議 

員
町 

長
議 

員
町 

長
議 

員

ひどい渋滞　打坂方面信号が無いと不便　東高田入口

一般質問安保関連法案に懸念はないか

河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

 議員
回答 意見を言う立場ではない
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自
治
会
か
ら
の
道
路
改
修
な
ど
の

要
望
は
、
地
域
の
声
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
単
独
予
算
を

増
額
し
て
で
も
地
域
の
環
境
整
備

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

で
き
る
こ
と
は
素
早
く
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
与
中
央
線
、
役
場
前
町
道
の
整

備
に
関
し
、
地
元
か
ら
不
安
な
声

を
聞
く
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

県
道
側
か
ら
す
る
と
町
道
が
低
い

た
め
、
橋
の
高
さ
に
合
わ
せ
₆₀
セ

ン
チ
ほ
ど
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

道
路
事
業
は
専
門
的
で
あ
り
理
解

し
が
た
い
。住
民
へ
の
情
報
提
供
、

説
明
は
行
っ
た
の
か
。

西
高
田
線
の
橋
に
関
し
て
は
行
っ

た
。

今
回
の
町
道
の
件
に
つ
い
て
説
明

会
は
す
る
の
か
。

地
元
自
治
会
、
地
権
者
、
商
店
街

の
人
な
ど
に
対
し
行
う
予
定
で
あ

議 

員
町 

長
議 
員

都
市
整
備
課
長

議 

員
課 

長
議 

員
課 

長

る
。

町
道
が
上
が
る
と
住
宅
な
ど
は
道

下
に
な
る
が
雨
水
対
策
、
側
溝
の

安
全
性
は
ど
う
な
る
の
か
。

現
道
の
側
溝
に
対
し
て
、
水
の
流

れ
が
悪
い
。
水
が
た
ま
る
な
ど
の

意
見
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
長
与
川

に
放
流
す
る
た
め
の
改
修
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
側
溝
に
土
砂

議 

員
課 

長
議 

員

が
溜
ま
り
、
１
～
２
年
に
一
度
は

土
砂
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の

は
地
元
住
民
で
あ
る
。
で
き
る
方

法
を
探
求
す
る
と
い
う
や
り
方
を

考
え
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

町
民
の
安
心
安
全
が
第
一
で
あ

る
。
適
宜
、
対
処
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
見
守
り
は

災
害
時
要
援
護
者
情
報
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

長
与
町
地
域
防
災
計
画
の
中
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
の
中

で
対
応
し
て
い
く
。

そ
こ
で
知
り
得
た
情
報
は
、
民
生

委
員
の
日
々
の
活
動
の
中
で
利
用

で
き
る
の
か
。

災
害
時
の
み
と
い
う
こ
と
個
人
情

報
の
観
点
か
ら
利
用
で
き
な
い
。

民
生
委
員
の
職
務
は
情
報
収
集
に

よ
り
活
動
が
で
き
る
。
町
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

町 

長
議 

員
生
活
福
祉
部
長

議 

員
部 

長
議 

員

情
報
提
供
の
た
め
に
は
本
人
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
同
意
を
得
る
方
法
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。常

設
回
収
の
増
加

常
設
で
の
回
収
量
が
増
加
し
て
い

る
が
、ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

当
日
持
ち
込
め
な
い
人
が
来
て
い

る
。
基
本
は
拠
点
で
あ
る
。

拠
点
回
収
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
与
町
第
９
次
総
合
計
画
に
向
け

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
参
考
に
し
て
い

く
。 部 

長
議 

員
部 

長
議 

員
環
境
対
策
課
長

60㎝かさ上げされる長与中央線　安心安全のための対策が必要です

一般質問どう変わる　役場前長与中央線

金
かね

子
こ

  　恵
めぐみ

 議員
回答 役場前町道が60センチ高くなる



労
働
者
派
遣
法
改
正
案
、
労
働

基
準
法
改
正
案
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書

　
　
　

  

●
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る

雇
用
法
制
の
実
現
は
、
急
務
と
考

え
る
。�

（
竹
中
）

●
派
遣
会
社
の
業
界
の
健
全
化
、

正
社
員
化
の
道
を
後
押
し
す
る
法

の
改
正
で
あ
る
。�

（
西
岡
）

●
多
様
な
働
き
方
、
裁
量
労
働
制

の
対
象
を
広
げ
る
改
正
で
あ
る
。

�

（
金
子
）

●
長
時
間
労
働
・
過
密
労
働
の
蔓

延
化
、非
正
規
雇
用
の
急
増
、ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
拡
大
な
ど
が
危
惧

さ
れ
る
改
正
で
あ
る
。�

（
安
部
）

●
雇
用
を
守
る
ル
ー
ル
を
弱
体
化

さ
せ
、
低
賃
金
で
不
安
定
な
働
か

せ
方
と
長
時
間
労
働
広
げ
、
働
く

人
間
を
暮
ら
し
に
く
く
す
る
法
案

で
あ
る
。�

（
堤
）

●
派
遣
労
働
者
は
３
年
で
ク
ビ
に

な
り
、
長
時
間
労
働
を
助
長
し
か

ね
な
い
危
険
性
を
有
す
る
改
正
案

に
反
対
。�

（
饗
庭
）

否決
賛
成
5
：
反
対
10

反
対
討
論

賛
成
討
論

【
請
願
の
趣
旨
】

　

安
倍
首
相
が
成
立
を
め
ざ
す
、

安
全
保
障
法
制
関
連
法
案
は
、
米

軍
と
の
「
切
れ
目
の
な
い
」
戦
争

態
勢
を
構
築
す
る
た
め
、
解
釈
改

憲
・
明
文
改
憲
に
よ
っ
て
過
去
最

悪
の
憲
法
9
条
破
壊
を
狙
う
も
の

で
あ
る
。

　
改
定
す
る
「
平
和
安
全
法
制
整

備
法
案
」
一
括
法
は
、
集
団
的
自

衛
権
の
法
制
化
か
ら
自
衛
隊
海
外

任
務
の
拡
大
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
。集
団
的
自
衛
権
で
は
、米
国
な

ど
他
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
事

態
を
、
武
力
攻
撃
事
態
法
案
に
改

定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
処
を

自
衛
隊
法
で
主
任
務
に
位
置
づ
け

る
。

　
こ
の
関
連
法
案
に
は
憲
法
9
条

を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
て
安
全

保
障
法
制
関
連
法
案
に
反
対
す
る

意
見
書
を
求
め
る
。

●
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。日
本
の
み
な
ら
ず
、一
国
の
み

で
は
、
自
分
の
国
の
平
和
と
安
全

を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。今
後

は
国
際
社
会
と
協
力
し
、
平
和
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。�

 （
金
子
）

●
日
本
の
防
衛
や
地
域
の
安
定
に

責
任
あ
る
形
で
取
り
組
む
こ
と
を

明
確
に
し
、
画
期
的
と
評
価
で
き

る
。新
3
要
件
は
日
本
防
衛
に
限

ら
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

る
。 �

（
西
岡
）

●
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
し
て
、
切
れ
目
の
な

い
法
整
備
が
必
要
と
強
調
。目
的

は
、
国
民
の
生
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。自
衛
隊

の
安
全
確
保
の
新
し
い
方
針
も
示

反
対
討
論

さ
れ
た
。�

 （
岩
永
）

●
米
国
が
諸
悪
の
根
源
的
文
言
も

あ
る
。国
や
国
民
を
守
る
の
は
、当

た
り
前
の
論
理
で
あ
り
、
世
界
の

常
識
と
考
え
る
。憲
法
9
条
だ
け

で
は
日
本
の
平
和
は
守
れ
な
い
。

今
回
の
法
案
は
決
し
て
戦
争
を
す

る
た
め
の
法
案
で
は
な
い
。

�
 （

喜
々
津
）

●
こ
の
法
案
は
、
日
本
が
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、

密
接
な
関
係
に
あ
る
国
へ
の
攻
撃

に
反
撃
と
い
う
も
の
を
、
強
引
に

解
釈
に
変
更
を
加
え
具
体
的
に
実

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
法
改
正
案

で
あ
る
。�

 （
堤
）

●
憲
法
9
条
が
規
定
す
る
恒
久
平

和
主
義
に
反
し
、
戦
争
を
し
な
い

賛
成
討
論

平
和
国
家
と
し
て
の
日
本
の
国
の

形
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
で
あ

る
。憲
法
解
釈
の
変
更
で
は
無
理

が
あ
る
。正
々
堂
々
と
一
度
、し
っ

か
り
国
民
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。 

�

（
安
藤
）

●
自
衛
隊
の
武
力
行
使
の
条
件
を

整
備
し
、自
衛
隊
の
力
を
、米
国
な

ど
の
求
め
に
応
じ
て
自
由
に
行

使
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ

る
。戦
争
を
準
備
す
る
た
め
の「
戦

争
法
案
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。 �

（
安
部
）

●
こ
の
法
案
に
対
す
る
国
民
の
反

応
は
、マ
ス
コ
ミ
の
調
査
で
は
、反

対
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。そ
れ

は
、
平
和
的
な
解
決
を
の
ぞ
む
声

が
国
民
の
多
数
だ
か
ら
だ
と
思

う
。政
府
が
提
案
し
た
今
回
の
法

案
は
明
ら
か
に
戦
争
法
案
で
あ

る
。�

（
河
野
）

安
全
保
障
法
制
関
連
法
案
に
反
対
す
る

�

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

不採択
賛成7：反対8
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請
願
者
　

長
与
町
平
和
で
安
全
な
町
宜
言
を
生
か
し
憲
法
9
条
を
守
る
会
代
表 

川
野
浩
一
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27年第２回定例会の議案および賛否
提
案
区
分

議　　　　　　　　　　案
審
議
結
果

浦
川
圭
一

中
村
美
穂

安
部　

都

饗
庭
敦
子

安
藤
克
彦

金
子　

恵

分
部
和
弘

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

山
口
憲
一
郎

堤　

理
志

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中　

悟

内
村
博
法

執  

行  

機  

関

長与町社会教育委員条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
字の区域の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
都市計画道路西高田線橋梁工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
平成２７年度長与町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
長与小学校体育館吊天井撤去工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議 

会
労働者派遣法改正案、労働基準法改正案の撤回を求める意見書 否決 ▼ ▼ ○ ○ ▼ ▼ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ○ ▼ ▼ ※
安全保障法制関連法案に反対する意見書提出を求める請願 不採択 ▼ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ○ ▼ ▼ ※

〔○賛成　▼反対　■棄権　－欠席〕※議長は採決に加わらないため「※」で表示

　町民と議会が直接対話し、まちづくりの課題や議会に関する意見交換の場として、住民懇談会を
開催します。

【懇談のテーマ】
①まちづくりに関すること　②長与町政に関すること　③長与町議会に関することです。

【申し込みできるのは】
　長与町民、その他長与町に関する活動などを行う団体で、おおむね 10 人以上の参加が見込める
グループとします。（政治団体、宗教団体および、公益以外の営利目的の団体、公序良俗に 
反する団体などは、懇談会の対象となりません。）

【申し込み方法】
　「住民懇談会申込書」（ホームページからダウンロードできます）に団体名、会議のテーマ、 
希望日時、参加予定人数をご記入いただき、長与町
議会事務局にお申し込みください。FAX、メールで
も受け付けます。
　申し込み後、開催内容に関する事項について協議
させていただきます。

【問い合わせ】
　長与町議会事務局
　　　TEL 801-5700　　FAX 887-2144

あなたの声を聞かせてください！

　議会広報広聴常任委員会では、「笑顔」をテーマに表紙の編集をしています。そこで、
住民の皆さまから表紙写真を募集いたします。

　●郵送　〒 851 － 2185　長与町嬉里郷 659 － 1 長与町役場　
　　　　　議会事務局「議会だより表紙写真」行　とご記入ください。

　●持参　役場 4 階議会事務局窓口まで

※応募写真多数の場合は、掲載されない場合があります。
※おおむね、１年以内に撮影された写真を対象とさせていただきます。
※掲載にあたっては、写真の季節なども考慮させていただきます。
※�応募される際には、被写体となっている方（未成年の場合は保護者）の承諾を受けておいてください。



委
員
長 

金　

子　
　
　

恵

副
委
員
長 

安　

部　
　
　

都

委　
　

員 

浦　

川　

圭　

一

 

中　

村　

美　

穂

 

分　

部　

和　

弘

 

岩　

永　

政　

則

 

吉　

岡　

清　

彦

 

竹　

中　
　
　

悟

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

　

４
月
、
統
一
地
方
選
挙
後
広
報
委

員
会
は
、
新
た
に
「
議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
８
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

20
人
の
定
数
か
ら
16
人
へ
削
減
さ

れ
、
少
し
寂
し
く
感
じ
る
長
与
町
議

会
で
す
が
、
４
万
３
千
人
の
町
民
の

民
意
を
反
映
さ
せ
た
議
会
改
革
に
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
時
代
感
覚
」
に
敏
感
と
な
り
、
常
に

「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
」
を
目
指
し
た

長
与
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
追
求

し
ま
い
進
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
に
「
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
」
を

作
成
し
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
安
部　

都
）

編
集
後
記

をよろしくお願いします

議会情報を発信中 ！　コメントをお待ちしております。
いいね！

http://www.facebook.com/nagayochogikai
QRコード

現在 373名
（６月下旬）

議長交際費 27年4月1日から6月30日までの
総額と件数

寸志・慶祝など ………110,000円（19件）

視察研修土産代 ……… 0円（０件）

110,000円（19件）　　　　　支出合計

弔慰 …………………… 0円（０件）
（生花スタンド・香典など）

次
の
定
例
会
は

９
月
1
日
㈫
の
予
定
で
す

傍
聴
席
か
ら

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

6月議会の傍聴者は　　
　　延べ 114人 でした

　「高齢者にとってはゴミを拠点まで
もって行くのは大変な負担」というの
はそのとおりと思いました。特に斜面
地に住む車も持たない高齢者にとって
は負担のようです。道の尾団地・和楽
団地など高齢化した住宅でのごみ回収
問題は、長与ニュータウンもそうです
が、大変と思います。ともに高齢者問
題に協力して取り組む姿勢でお願いし
ます。すでに業者の巡回回収も行われ
ているようなので、そういう方法がで
きないかと思います。 （60代　男性）

　ゴミの分別収集については、町民が
納得して推進している事業であり、町
としては、町負担の軽減、町民の支援、
町民のコミュニティ確保の考え方で答
弁すべきである。また、念押しが必要
であれば、同問題について再度、町
民の要望を聞いて、また、アンケート
を取ってやるべきである。
　ゴミ施設が完成している以上、もっ
と支援を強化して町環境の整備を推進
するべきと思います。

（70代　男性）
■
発
行
／
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
議
会　

発
行
責
任
者
／
議
長 

内
村 

博
法　

編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
851‒2185  TEL（

095）883ｰ1111 FA
X（
095）887ｰ2144 この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない

NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。
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